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No.446
人 口	 19,056 人 [660] (+22 [+5])
男 	 9,663 人 [295] ( +1 [ ± 0])
女 	 9,393 人 [365] (+21 [+5])

世帯数	 8,018 戸 [336] ( +6 [ ± 0])

※内、[　] は外国人数
※平成24年7月9日か
ら人口・世帯数は外
国人住民を含んだ数

まちの動き 11 月 1日現在（前月比）

青空と緑と産業の町

12月号
年
の
暮
れ
ゆ
く
公
園
で

あ
た
た
か
な
景
色
を
み
つ
け
た
よ

ほ
っ
と
一
息
　
今
夜
は
鍋
で
も
し
よ
う
か
な
？



　

塚
田
さ
ん
は
、
長
年
、
農
業
を
営
み
な
が
ら
衛

生
委
員
（
現
在
の
環
境
保
健
委
員
）・
土
木
委
員
・

農
業
委
員
・
区
長
の
ほ
か
、
土
地
改
良
区
監
事
・

民
生
委
員
・
公
平
委
員
な
ど
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
平
成
３
年
の
優
遇
表
彰
に

続
き
、
平
成
８
年
町
制
施
行
25
周
年
の
折
に
有
功

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

代
表
し
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
塚
田
さ
ん
に
印

象
深
い
思
い
出
を
伺
う
と
、「
河
東
中
島
第
二
公

会
堂
の
建
設
」
と
の
こ
と
。

　

当
時
、
区
民
の
会
議
は
、
区
民
の
自
宅
を
持
ち

回
り
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
家

で
は
、
大
勢
の
席
を
用
意
し
た
り
、
お
茶
を
出
し

た
り
と
苦
労
が
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。「
家
で
み

ん
な
で
飲
ん
だ
り
ね
。
お
ん
な
し
（
女
の
人
た
ち
）

は
、大
変
だ
っ
た
だ
よ
」
と
、し
み
じ
み
語
り
ま
す
。

　

ま
だ
家
々
で
の
寄
り
合
い
が
あ
た
り
ま
え
だ
っ

た
当
時
、
区
民
の
拠
り
所
と
し
て
の
公
会
堂
を
建

て
た
こ
と
は
、
非
常
に
先
進
的
な
事
業
だ
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

昭
和
町
は
、昭
和
46
年
に「
町
」と
な
っ
て
以
来
、

め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
、
田
園
風
景
が

多
く
残
る
農
村
地
帯
で
し
た
。
宅
地
化
や
幹
線
道

路
の
開
通
な
ど
に
よ
り
農
地
は
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
現
在
も
町
の
特
産
品
と
し
て
、
イ
チ
ゴ
や

ナ
ス
、
柿
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
昭
和
町
で
、

塚
田
さ
ん
は
農
地
の
整
備
「
圃ほ

じ
ょ
う
せ
い
び

場
整
備
」
に
も
力

を
傾
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

圃
場
整
備
と
は
、
農
地
の
区
画
を
整
え
、
農
地

を
使
い
や
す
い
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
が
、
多
く

の
地
権
者
の
意
見
を
ま
と
め
、
協
力
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
難
し
い
事
業
で
す
。
塚
田
さ
ん
は
、

農
地
の
「
換か

ん
ち地

」
に
つ
い
て
「
徹
夜
し
て
話
し
合
っ

た
り
、
と
て
も
苦
労
し
た
ね
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

自
ら
も
農
業
に
携
わ
り
、
町
の
農
業
へ
の
想
い
を

持
っ
て
い
た
塚
田
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
難
し
い
意

見
も
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

折
し
も
こ
と
し
２
月
、
山
梨
県
を
襲
っ
た
記
録

的
大
豪
雪
。
塚
田
さ
ん
の
農
業
ハ
ウ
ス
も
被
害
に

遭
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
「
も
う
ハ
ウ
ス
は
無
理

か
な
…
」
と
あ
き
ら
め
か
け
た
そ
う
で
す
が
、
家

族
の
支
え
に
よ
り
再
建
を
決
め
た
そ
う
で
す
。「
町

の
手
助
け
も
あ
り
、
も
う
一
度
や
れ
る
よ
」
と
、

家
族
と
と
も
に
柔
和
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
都
市
化
の
す
す
む
昭
和
町
で
、
い
ま
も
農
業

を
守
り
続
け
る
塚
田
さ
ん
。
整
然
と
区
画
さ
れ
た

田
ん
ぼ
と
新
し
い
ハ
ウ
ス
で
、
変
わ
る
こ
と
の
な

い
「
農
業
へ
の
想
い
」
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

小
宮
山
さ
ん
は
、
衛
生
委
員
（
現
在
の
環
境
保

健
委
員
）・
土
木
委
員
を
歴
任
し
、
昭
和
46
年
か

ら
町
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
議
員
就
任

の
昭
和
46
年
は
町
制
施
行
と
同
時
期
で
あ
り
、
新

生
間
も
な
い
「
町
」
の
初
期
を
築
き
上
げ
る
た
め
、

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
西
条
二
区
の
区
長
や

民
生
委
員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
と
地
域
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
小
宮
山
さ
ん

は
、
昭
和
56
年
の
優
遇
表
彰
に
続
き
、
昭
和
61
年

町
制
施
行
15
周
年
の
折
に
有
功
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

故ふ

る

き
を
温た

ず

ね
新あ

た
ら

し
き
を
知し

る

　
「
ふ
れ
あ
い
温
故
知
新
事
業
」
は
、
か
つ
て
町
政

に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
た
有
功
表
彰
受
賞
者
で

88
歳
の
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
、
昔
の
昭

和
町
の
話
を
伺
い
、
忘
れ
つ
つ
あ
る
過
去
の
昭
和
町

の
姿
や
苦
労
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
事
業
で
す
。

町
で
は
「
故
き
を
温
ね
新
し
き
を
知
る
」
気
持
ち
を

大
切
に
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
を
町
民
の
皆
さ
ま
と

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
88
歳
の
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
小こ

み
や
ま

宮
山

卓た
く
ら良
さ
ん
（
西
条
二
区
）
と
塚つ
か
だ田
大ま
さ
るさ
ん
（
河
東
中

島
）
の
お
二
人
。
お
二
人
は
と
も
に
大
正
15
年
生
ま

れ
。
戦
前
・
戦
中
に
青
春
を
送
り
、
大
正
・
昭
和
・

平
成
の
３
時
代
を
駆
け
抜
け
、
昭
和
村
か
ら
昭
和
町

へ
と
時
代
を
経
て
伸
び
ゆ
く
こ
の
町
を
見
つ
め
て
き

ま
し
た
。

明
治
７
年
（
１
８
７
４
年
）　
西
条
村
・
清
水
新

居
村
・
西
条
新
田
村
が
合
併
し
て
西
条
村

と
な
る
／
押
越
村
・
河
東
中
島
村
・
紙
漉

阿
原
村
が
合
併
し
て
押
原
村
と
な
る

明
治
８
年　
築
地
新
居
村
・
飯
喰
村
・
河
西
村
・

上
河
東
村
が
合
併
し
て
常
永
村
と
な
る　

／
西
条
村
に
西
条
小
学
校
・
押
原
村
に
押

越
学
校
・
常
永
村
に
伊
久
比
学
校
が
開
校

明
治
17
年　
押
原
尋
常
小
学
校
開
校

明
治
20
年　
押
原
小
学
校
創
立
記
念
式

明
治
22
年　
西
条
村
・
押
原
村
が
合
併
し
さ
ら
に

大
き
な
西
条
村
と
な
る
／
西
条
村
と
常
永

村
に
よ
る
組
合
村
を
結
び
西
条
村
常
永
村

組
合
村
と
な
る

明
治
24
年　
人
口
３
２
９
６
人
・
戸
数
５
８
８
戸

明
治
25
年　
押
原
尋
常
小
学
校
に
押
原
高
等
小
学

校
を
併
置

明
治
45
年
７
月
30
日　
明
治
天
皇
崩
御

大
正
元
年
（
１
９
１
２
年
）　
大
正
天
皇
践せ
ん
そ祚

大
正
６
年　
押
原
農
業
補
習
学
校
開
校
（
小
学
校

の
２
号
館
と
３
号
館
を
利
用
し
た
夜
学
）

大
正
12
年　
関
東
大
震
災

大
正
15
年
12
月
25
日　
大
正
天
皇
崩
御

昭
和
元
年
（
１
９
２
６
年
）　
昭
和
天
皇
践
祚

昭
和
３
年　
富
士
身
延
鉄
道
全
線
開
通

昭
和
５
年　
源
氏
蛍
が
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

昭
和
16
年　
大
東
亜
戦
争
（
太
平
洋
戦
争
、
～
昭

和
20
年
）

昭
和
17
年
７
月
１
日
（
１
９
４
２
年
）　
西
条
村

と
常
永
村
が
合
併
し
て
昭
和
村
が
誕
生

昭
和
26
年　
西
条
が
一
区
と
二
区
に
分
離

昭
和
32
年　
甲
府
市
上
水
道
通
水
式
／
日
本
住
血

吸
虫
病
撲
滅
の
た
め
用
排
水
路
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
化
が
始
ま
る

昭
和
34
年　
台
風
７
号
・
15
号
（
伊
勢
湾
）
台
風

に
よ
る
家
屋
の
被
害
甚
大

昭
和
36
年　
小
中
学
校
給
食
室
竣
工
・
給
食
開
始

昭
和
42
年　
押
原
小
学
校
校
舎
・
体
育
館
竣
工

昭
和
44
年　
村
の
木
を
「
乙
女
椿
」
に
決
定

昭
和
45
年　
村
広
報
の
発
行
開
始

昭
和
46
年
度
（
１
９
７
１
年
）
※
以
下
、
年
度
表
記

　
　
　
４
月
１
日　
村
制
を
改
め
昭
和
町
が
誕
生

（
人
口
５
８
１
４
人
・
世
帯
１
３
９
４
戸
）

／
中
央
公
民
館
完
成

昭
和
48
年
度　
町
の
鳥
を
「
ひ
ば
り
」・
町
の
花

を
「
れ
ん
げ
草
」
に
決
定

昭
和
49
年
度　
甲
府
バ
イ
パ
ス
開
通
／
圃
場
整
備

事
業
終
了
（
１
３
５
ha
）

昭
和
50
年
度　
人
口
７
０
０
０
人
・
世
帯
１
８
７
５
戸

昭
和
51
年
度　
押
原
中
学
校
現
校
舎
落
成
／
源
氏

蛍
の
天
然
記
念
物
指
定
解
除

昭
和
54
年
度　
町
民
体
育
館
完
成
／
甲
府
昭
和
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
供
用
開
始

昭
和
55
年
度　
役
場
現
庁
舎
竣
工
／
町
民
憲
章
制

定
／
釜
無
工
業
団
地
完
成
／
上
河
東
か
ら

上
河
東
二
区
が
分
離
（
昭
和
62
年
７
月
よ

り
正
式
に
上
河
東
と
上
河
東
二
区
）
／
人

口
８
７
５
１
人
・
世
帯
２
４
４
２
戸

昭
和
56
年
度　
町
歌
選
定
／
国
母
工
業
団
地
造
成

事
業
完
成

昭
和
57
年
度　
昭
和
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通
／
中
央

自
動
車
道
全
線
開
通

昭
和
59
年
度　
西
条
小
学
校
開
校
／
甲
府
昭
和
高

等
学
校
開
校
／
人
口
１
万
人
突
破
／
地
方

交
付
税
の
不
交
付
団
体
と
な
る

昭
和
60
年
度　
総
合
会
館
・
児
童
館
竣
工
／
人
口

１
万
７
０
０
人
・
世
帯
３
３
２
５
戸

昭
和
61
年
度　
ア
ル
プ
ス
通
り
甲
府
昭
和
IC
ま
で

開
通
／
か
い
じ
国
体

昭
和
64
年
１
月
７
日　
昭
和
天
皇
崩
御

平
成
元
年
度
（
１
９
８
９
年
）
今
上
天
皇
践
祚
／

第
１
回
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
開
催
／

保
健
休
養
施
設
リ
ゾ
ー
ト
昭
和
完
成

平
成
２
年
度　
町
立
図
書
館
完
成
／
人
口
１
万
２	

５
４
８
人
・
世
帯
４
２
３
９
戸

平
成
３
年
度　
西
条
児
童
館
完
成

平
成
４
年
度　
常
永
児
童
館
・
常
永
公
園
・
押
原

の
杜
・
町
立
温
水
プ
ー
ル
完
成

平
成
７
年
度　
住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書
自
動

交
付
機
の
設
置
／
人
口
１
万
４
５
９
０
人	

・
世
帯
５
３
６
５
戸

平
成
８
年
度　
総
合
体
育
館
完
成

平
成
10
年
度　
60
年
ぶ
り
の
大
雪
で
町
内
被
害

平
成
12
年
度　
人
口
１
万
５
９
３
７
人
・
世
帯
６	

２
２
７
戸

平
成
14
年
度　
常
永
小
学
校
開
校

平
成
15
年
度　
昭
和
町
・
田
富
町
・
玉
穂
町
の
３

町
に
よ
る
任
意
合
併
協
議
会
設
立

平
成
16
年
度　
住
民
意
向
調
査
に
よ
る
合
併
反
対

多
数
の
結
果
を
受
け
３
町
任
意
合
併
協
議

会
よ
り
離
脱
／
押
原
小
学
校
現
校
舎
完
成

／
現
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
竣
工

平
成
17
年
度　
リ
ゾ
ー
ト
昭
和
閉
館
／
人
口
１
万	

６
７
６
４
人
・
世
帯
６
５
６
５
戸

平
成
18
年
度　
児
童
セ
ン
タ
ー
開
館

平
成
20
年
度　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
完
成
／
常
永

土
地
区
画
整
理
組
合
設
立

平
成
21
年
度　
旧
杉
浦
邸
を
買
収
・
保
存
着
手

平
成
22
年
度　
押
原
公
園
完
成
／
東
日
本
大
震
災

（
Ｈ
23
・
３
・
11
）

平
成
23
年
度　
町
制
施
行
40
周
年

平
成
24
年
度　
農
産
物
直
売
所
開
店
／
杉
浦
家
住

宅
が
国
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定

平
成
25
年
度　
明
治
27
年
以
降
最
大
と
な
る
１
１	

４
㎝
の
大
雪
で
被
害
（
Ｈ
26
・
２
・
14
）

平
成
26
年
度
（
２
０
１
４
年
）　
現
在

町
の
歴
史
年
表

県
下
に
誇
る
住
み
よ
い
昭
和
町

　

そ
の
礎

い
し
ず
えを

築
い
た

　
　
「
先
輩
」
の
足そ

く
せ
き跡

を
温た

ず

ね
る

区
民
の
拠
り
所　
公
会
堂
の
建
設

 

（
河
東
中
島
区
）

 

塚つ
か
だ田　

大
ま
さ
る 

さ
ん

変
わ
ら
な
い
農
業
へ
の
想
い

 

（
西
条
二
区
）

 

小こ
み
や
ま

宮
山 

卓た
く
ら良 

さ
ん

議
員
と
し
て
「
町
」
の
基
盤
を
固
め
る
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国
保
だ
よ
り

お問い合わせ先
町民窓口課
☎275-8264

国民健康保険
加入世帯 2,732世帯
被保険者 4,836人

平成26年10月末現在

No.79

○
現
役
並
み
所
得
者

世
帯
に
市
町
村
民
税
課
税
所
得
が
1
4
5
万
円

以
上
あ
る
被
保
険
者
が
い
る
世
帯
の
方

○
低
所
得
者
Ⅰ

世
帯
全
員
の
各
種
所
得
が
0
円
の
方
、
ま
た
は

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
で
被
保
険
者
本
人
が

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

○
低
所
得
者
Ⅱ

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
で
「
低
所
得
者

Ⅰ
」
の
区
分
に
該
当
し
な
い
方

○
一
般

上
記
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
方

○	

同
じ
月
内
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
、あ

ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
上
限
額（
自
己
負
担

限
度
額
）を
超
え
た
場
合
、超
え
た
金
額
が

払
い
戻（
還
付
）さ
れ
ま
す
。

○	

国
保
の
払
い
戻
し
対
象
者
に
は
、該
当
時
に

町
か
ら
案
内（
勧
奨
通
知
）を
郵
送
し
ま
す
。

※
国
保
以
外
の
健
康
保
険（
会
社
の
健
康
保
険
ま

た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
等
）は
、各
保
険
者

の
定
め
る
方
法
で
案
内
さ
れ
ま
す
。

○	

自
己
負
担
限
度
額
は
、年
齢
や
所
得
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

○	

高
額
療
養
費
の
支
給
が
年
４
回
以
上
に
な

っ
た
場
合
、４
回
目
以
降
は
自
己
負
担
限
度

額
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

○	

事
前
に
国
保
か
ら「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

の
交
付
を
受
け
て
、医
療
機
関
に
前
も
っ
て

提
示
を
す
れ
ば
、窓
口
で
の
負
担
は
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

計
算
対
象
期
間
は
8
月
1
日
～
翌
年
7
月
31

日
ま
で
の
1
年
間
。

　

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
に
自
己
負
担

額
が
あ
り
、
自
己
負
担
額
の
合
計
が
基
準
額
を

超
え
た
世
帯
。

※	

高
額
療
養
費
ま
た
は
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
と
し
て
支
給
さ
れ
た
金
額
は
、
自
己
負

担
額
か
ら
差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
8
月
1
日
～
平
成
26
年
7
月
31

日
の
1
年
間
に
つ
い
て
支
給
対
象
と
な
る
方
。

※
各
区
分
の
要
件
は
、
ご
加
入
の
医
療
保
険
制

度
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
場
合
、
次
の
と
お
り
で
す
。

高
額
療
養
費
制
度
と
は
？

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
に
つ
い
て

　
「
健
康
保
険
」
は
、
全
て
の
国
民
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
る
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。

お
勤
め
の
方
は
会
社
の
健
康
保
険
、
75
歳
以
上
の
方
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
、
そ
の
ほ

か
の
方
は
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
、
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
れ
ば
、

費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
だ
け
で
治
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
治
療
が
長
引
い
た
り

入
院
を
し
た
り
す
れ
ば
、
医
療
費
が
思
わ
ぬ
高
額
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
と
き
、
健
康
保
険
加
入
者
の
医
療
費
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、「
高
額
療
養

費
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
額
療
養
費
制
度
は
、
医
療
費
の
支
払
い
が
一
定
額

以
上
に
な
る
と
、
超
え
た
額
が
ご
加
入
の
健
康
保
険
か
ら
還
付
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
」
と
は
、
医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を

軽
減
す
る
制
度
で
す
。
1
年
間
（
8
月
1
日
～
翌
年
7
月
31
日
）
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合

計
し
、
基
準
額
を
超
え
た
金
額
を
「
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
で
今
年
度
の
支
給
対
象
と
な
る
方
に
は
、
新
年
1
月
頃
に
支
給
申
請
の
ご
案
内
（
勧
奨

通
知
）
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
も
基
準
額
を
超
え
る
負
担

の
あ
る
方
は
、「
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」
が
支
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
窓
口
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

お
勤
め
の
方
な
ど
そ
の
他
の
健
康
保
険
に
ご
加
入
の
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
健
康
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
保
の
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
額
は
、
世
帯
ご
と
の
所
得
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
自
己
負
担
限
度
額
」
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
１
月
か
ら
、
70
歳
未
満
の
方
の
自
己
負
担
限

度
額
が
次
の
と
お
り
細
分
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
の
区
分
は
、

変
わ
り
ま
せ
ん
。

国
保
の
高
額
療
養
費
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

支
給
基
準

区       分 70歳以上
の方の世帯

70歳未満
の方の世帯

現役並み所得者
（上位所得者） 67万円 126万円

一               般 56 万円 67万円

低所得者
Ⅱ 31万円

34万円
Ⅰ 19万円

基
準
額
一
覧

勧
奨
通
知
送
付
対
象
者

来
年
１
月
か
ら
自
己
負
担
限
度
額
を
細
分
化

区　　分 限度額
（３回目まで）

限度額
（４回目以降）

上位所得者
（旧ただし書
所得
600万円超）

150,000円＋
（医療費の総額
－500,000円）
×１％

83,400円

一般
（上位所得者
以外の住民税
課税世帯）

80,100円＋
（医療費の総額
－267,000円）
×１％

44,400円

住民税
非課税世帯 35,400円 24,600円

区　　分 限度額
（３回目まで）

限度額
（４回目以降）

旧ただし書
所得
901万円超

252,600円＋
（医療費の総額
−842,000円）

×1%
140,100円

旧ただし書
所得
600万超
901万円以下

167,400円＋
（医療費の総額
−558,000円）

×1%
93,000円

旧ただし書
所得
210万円超
600万円以下

80,100円＋
（医療費の総額
−267,000円）

×1%
44,400円

旧ただし書
所得
210万円以下

57,600円 44,400円

住民税
非課税世帯 35,400円 24,600円

※「旧ただし書所得」とは、「総所得金額等」から「基礎控除額（33万円）」を差し引いた額

70 歳未満の方の自己負担限度額（月額）

○平成26年12月まで○平成27年1月から 旧新

　
今
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
て
い

た
だ
い
た「
国
民
健
康
保
険
税
」額
は
、年

末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の「
社
会
保
険

料
控
除
」と
し
て
、所
得
か
ら
差
し
引
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
納
め
た
国
民
健
康
保
険
税
額
が
分
か
ら

ず
知
り
た
い
場
合
、役
場
町
民
窓
口
課
に

「
国
民
健
康
保
険
税
納
付
額
の
お
知
ら
せ
」

を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
は
、保
険
証

な
ど
被
保
険
者
番
号
と
本
人
の
確
認
が
で

き
る
書
類
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。な
お
、ご

本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
員
以
外
の
方
が
申

請
す
る
場
合
、本
人
の
委
任
状
が
必
要
で

す
。

　
詳
し
く
は
、町
民
窓
口
課（
☎
2
7
5
‐

8
2
6
4
）ま
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

確
定
申
告
に

「
国
民
健
康
保
険
税
納
付
額
の

お
知
ら
せ
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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年末年始の業務休止等のご案内
年末年始の業務休止日

平成26年12月 平成27年1月
25日
（木）

26日
（金）
仕事納め

27日
（土）

28日
（日）

29日
（月）

30日
（火）

31日
（水）
大晦日

1日
（木）
元日

2日
（金）

3日
（土）

4日
（日）

5日
（月）
仕事始め

6日
（火）

役場 休 休 休 休 休 休 休 休 休

中央公民館 休 休 休 休 休 休 休 休 休

総合会館（温泉以外） 休 休 休 休 休 休 休 休 休

総合会館 温泉 15:00
まで 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

児童館・児童センター 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

図書館 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

温水プール 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

総合体育館 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

スポーツ施設 休 休 休 休 休 休 休 休 休

彩の広場管理棟 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

風土伝承館杉浦醫院 休 休 休 休 休 休 休 休 休

自動交付機 休 休 休 休

火葬場（ふじかわ聖苑） 休 休 休

＊	年末年始期間中も、出生・婚姻・死亡届など、戸籍に関する届出は、役場の宿日直に提出できます。
＊	年末年始期間中の火葬場（ふじかわ聖苑）の予約業務は、休業中も受け付けています。
	 詳しくは、ふじかわ聖苑（☎284-6375）まで、お問い合わせください。

年内最終収集日（12月） 新年初回収集日（1月）
燃 え る ご み 29日（月） 5日（月）
燃 え な い ご み・ 缶 類 17日（水） 7日（水）
粗大ごみ・特殊ごみ・
剪定枝・小型家電 22日（月） 26日（月）

資源物（紙類） 26日（金） 5日（月）
資源物（プラスチック類） 29日（月） 5日（月）

　年末はごみがたくさん出ますが、収集日を守ってごみを出しましょう。
　資源回収ボックスがいっぱいの場合は、年末年始の間はご家庭で保管し、１月５日（月）以降に出
すようご協力をお願いします。その他のごみの収集日は、本誌カレンダー等をご覧ください。

年末年始のごみ収集日
問い合わせ　環境経済課　(☎275-8355)

問い合わせ　昭和町役場（☎275-2111）
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
る
と
水
道
管
の
水
が
凍
っ
て
出
な
く
な
っ
た
り
、

水
道
管
が
破
裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

早
め
に
水
道
管
の
冬
支
度
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
甲
府
市
上
下
水
道
局
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
☎
2
2
8
‐
3
３
１
１
）

◉
水
道
管
を
保
温
す
る

　

外
に
あ
る
水
道
管
は
、発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
・
毛
布
な
ど
を
巻
い

て
防
寒
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、ト
イ
レ
の
水
道
管

も
凍
結
や
破
裂
が
発
生

し
や
す
い
場
所
で
す
か

ら
防
寒
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

◉
水
抜
き
を
す
る

　

水
抜
き
栓
は
、水
道
管
の
凍
結
防
止

に
有
効
な
手
段
で
す
。夜
間
や
長
期
間

水
道
を
使
用
し
な
い
時
は
、水
抜
き
を

し
ま
し
ょ
う
。

※
水
抜
き
栓
は
、必
ず

止
ま
る
ま
で
い
っ
ぱ

い
に
回
さ
な
い
と
漏

水
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

◉
水
を
出
し
て
お
く

　

水
抜
き
栓
が
な
い
場
合
に
は
蛇
口
か

ら
少
量
の
水（
箸
の
太
さ
く
ら
い
）を
出

し
て
お
く
の
も
凍
結
防
止
に
有
効
な
手

段
で
す
。

◉
給
湯
機
器
に
も

防
寒
対
策
を
す
る

　

給
湯
器
や
給
湯
配
管
も
、凍
結
・
破

損
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。水
抜
き
を

す
る
な
ど
防
寒
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

※	

市
販
の
保
温
材
や
電
気
式
の
保
温
材

も
有
効
で
す
。

※	

給
湯
器
の
防
寒
に
つ
い
て
は
、販
売

店
ま
た
は
メ
ー
カ
ー
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

蛇
口
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、ゆ
っ
く
り
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
温
め
て
く
だ
さ

い
。熱
湯
を
一
気
に
か
け
る
と
、蛇
口
や
水
道
管
を
傷
め
る
だ
け
で
な
く
、や
け
ど

な
ど
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

水
道
管
が
解
凍
で
き
な
い
時
や
破
裂
し
た
場
合
は
、左
記
ま
で
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い（
修
理
費
用
は
自
己
負
担
）。ま
た
、

破
裂
し
て
し
ま
っ
た
時
は
、「
止
水
栓
」「
水
抜

き
栓
」で
水
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

◎
甲
府
市
管
工
事
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
２
２
８
‐
８
８
５
１
）

◎
最
寄
り
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

　
（
上
下
水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.water.kofu.yamanashi.jp/

に
掲
載
）

　
「
貯
水
槽
水
道
」と
は
、建
物
な
ど
で
使
用
す
る
水
道
水
を
、一
度
受
水
槽
な
ど

に
貯
め
て
か
ら
各
家
庭
や
事
務
所
な
ど
に
給
水
す
る
水
道
設
備
の
こ
と
で
す
。貯

水
槽
水
道
の
設
置
者
に
は
、法
令
等
に
基
づ
き
適
正
な
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

管
理
者
の
方
は
、定
期
点
検
等
、貯
水
槽
水
道
の
適
正
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

※「
受
水
槽
」が
設
置
さ
れ
て
い
る
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、建
物
の
所
有
者
が
維

持
管
理
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　
昭
和
町
役
場　
環
境
経
済
課（
☎
2
7
5
‐
8
3
5
5
）ま
た
は

　
中
北
保
健
所（
☎
2
3
7
‐
1
3
8
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　

2014.12.No.106

●問い合わせ  甲府市上下水道局  TEL228-3311（代）
　　　　　　　　　　　　　　   FAX228-3773
URL  http://www.water.kofu.yamanashi.jp

凍
結
か
ら
水
道
管
を
守
る
に
は
…

水
道
管
が
凍
結
し
た
時
は
…

「
貯
水
槽
水
道
」
の
適
正
管
理
を

水道管の冬支度はお早目に！
気温マイナス４℃以下は危険

☃☃☃

ゆっくり
温めて
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児
童
館
で
は
、押
原
・
西
条
・
常
永
の
児
童
館
と
児
童
セ

ン
タ
ー
の
４
館
合
同
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま
す
。

　

小
学
生
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
や
ダ
ン
ス
の
発
表
、山
梨

学
院
短
期
大
学
学
生
に
よ
る
着
ぐ
る
み
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

シ
ョ
ー
等
、楽
し
い
催
し
を
行
い
ま
す
。ビ
ン
ゴ
大
会
で
の

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
友
だ
ち
を
誘
っ
て
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。参

加
は
無
料
で
す
。

日　
時	

12
月
６
日（
土
）午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
所	

総
合
会
館
2
階
軽
運
動
室

　

公
的
年
金（
遺
族
年
金
、障
害
年
金
、老
齢
年
金
等
）を
受

給
す
る
方
は
、こ
れ
ま
で
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、平
成
26
年
12
月
か
ら
、年
金
額
が
児
童
扶
養
手

当
よ
り
低
い
方
は
、そ
の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 

児
童
扶
養
手
当
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給
開
始

　

※	
た
だ
し
、こ
れ
ま
で
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
た
こ
と
に

よ
り
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
の
う
ち
、

平
成
26
年
12
月
1
日
に
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方

が
、平
成
27
年
3
月
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
は
、平
成
26
年

12
月
分
の
手
当
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

	

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、福
祉
課
で
手
続
き

が
必
要
で
す
。支
給
要
件
に
よ
り
、提
出
書
類

が
異
な
り
ま
す
の
で
、事
前
に
福
祉
課
児
童

家
庭
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、町
内
の
児
童
館
及
び
児
童
セ
ン
タ
ー
で
、短
時

間
労
働
と
し
て
利
用
者
の
面
倒
を
見
て
い
た
だ
け
る
児
童

指
導
員（
登
録
児
童
館
職
員
）を
募
集
し
ま
す
。

	

　
児
童
指
導
員（
登
録
児
童
館
職
員
）　
…
若
干
名　
※
要
資
格

	

昭
和
町
内
の
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
で
、児
童
館
職
員
の

産
休
や
病
欠
時
の
補
助
と
し
て
、利
用
者
の
面
倒
を
見
て
い

た
だ
き
ま
す
。い
わ
ゆ
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
に
準
じ
た
短

時
間
労
働
と
し
て
、町
か
ら
必
要
に
応
じ
て
勤
務
を
依
頼
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。実
際
の
勤
務
日
、勤
務
時
間
等
は
、町

か
ら
随
時
連
絡
す
る
ほ
か
、個
別
に
相
談
可
能
で
す
。

保
育
士
、幼
稚
園
教
諭
、小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
教
諭
等
、

児
童
に
関
す
る
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
、平
成
26
年
12
月

1
日
現
在
で
65
歳
未
満
の
方

	

書
類
審
査
、面
接

	

福
祉
課
へ
履
歴
書（
写
真
付
き
）及
び

	

保
有
資
格
証
の
写
し
を
提
出

	

１２
月
１
日（
月
）～
１９
日（
金
）

	

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
押
原
児
童
館	

（
☎
2
7
5
‐
6
4
6
2
）

　
西
条
児
童
館	

（
☎
2
7
5
‐
9
6
1
6
）

　
常
永
児
童
館	

（
☎
2
7
5
‐
0
3
5
8
）

　
児
童
セ
ン
タ
ー	

（
☎
2
3
3
‐
1
1
5
2
）

問
い
合
わ
せ　

　
福
祉
課　
児
童
家
庭
係　
（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
４
）

問
い
合
わ
せ　

　
福
祉
課　
児
童
館
統
括
係 （
☎
2
7
5
‐
8
7
8
4
）

　
児
童
館

ク
リ
ス
マ
ス
会

児
童
指
導
員
を
募
集

ひ
と
り
親
家
庭
の

支
援
を
拡
充

（
児
童
扶
養
手
当
法
一
部
改
正
）

支
給
開
始
日

募
集
職
種
・
人
員

仕
事
内
容
・
勤
務
条
件

受
給
手
続
き

応
募
資
格

選
考
方
法

応
募
方
法

受
付
期
間

▶町長と語らいのとき
　日時：12月3日（水） 

午後1時30分～4時
　場所：役場庁舎1階 町長室
　＊前日までにご連絡ください

（総務課 ☎275-8153）

▶消費生活無料相談（※）
　日時：12月12日（金） 

午前10時～正午
　場所：役場別棟2階 小会議室

（企画財政課 ☎275-8154）

▶行政相談（※）
　日時：12月17日（水） 

午後1時～3時
　場所：中央公民館2階 会議室

（企画財政課 ☎275-8154）

▶教育相談（※）
　日時：祝日を除く火・水・木

の午前9時～午後4時 
　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）

▶心配ごと相談
　日時：12月10日（水）
　　　午後1時30分～3時30分
　場所：社会福祉協議会で案内
　＊あらかじめご連絡ください
　（町社会福祉協議会 

☎275-0640）

▶結婚相談（※）
　日時：12月13日（土） 

午後1時30分～4時
　場所：総合会館2階 相談室
（町結婚相談所 ☎275-1881）

▶障害者相談員出張相談（※）
　日時：12月9（火）・25日（木） 

午前9時～正午、
	 午後1時～4時
　場所：総合会館1階
　� （福祉課 ☎275-8784）

※印の相談は事前連絡不要です 
　直接会場にお越しください

▶ボカシつくり会
　日時：12月12日（金）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお
気付きのことをお寄せください
・ホームページ
　http://www.town.showa.
　yamanashi.jp/chosei/koe.php
・郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2
　　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相談日

ご意見

UTY教育美術展受賞

　押越区在住の甲府昭和高
校3年生、河

かわすみようへい

澄陽平さんが、
7月23日から29日に山梨県
立美術館で開催された「第
40回UTY教育美術展」にお
いて、テレビ山梨賞を受賞
されました。
　高校1年生の美術の授業
で初めて油彩を学び、絵画
に興味を持ったという河澄
さん。3年生となった今年、
約2カ月をかけて大作の油
絵を製作し、見事今回の受賞
を果たしました。
　「特に理由もなく何となく笑っている」イメージで描いたという油絵の少年
は、なんと自分自身がモデルだそうです。美術部にも所属しているという河澄さ
ん。「絵に関わる仕事に従事したい」と、進路への希望も語ってくれました。
　夢に向かって、これからもがんばってください。

題「微笑」の油絵と河
かわすみ
澄陽

ようへい
平さん

（甲府昭和高校 3年、押越）

　10月、地区対抗の「秋の球技大会」が開催されました。結果は次のとおりです。

秋の球技大会

○一般男子ソフトボール大会
　優　勝　上河東二区
　準優勝　飯 喰
　第３位　押 越・河 西
○ママさんバレーボール大会
　優　勝　河 西
　準優勝　押 越
　第３位　西 条 新 田・西 条 一 区
○ゲートボール大会
　優　勝　清 水 新 居
　準優勝　西 条 新 田
　第３位　築 地 新 居

男子ソフトボール

ママさんバレーボール ゲートボール
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町内の「地域情報」を紹介するコーナーです。
　あなたの身近な話題、お待ちしています♪
（企画財政課 広報担当 ☎ 275-8154、kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp）

まちのわだい

ミニ水族館オープン♪
　11月10日（月）、役場庁舎1階に町内に棲む水辺の生き物たちを集めた

「ミニ水族館」をオープンしました。
　水族館といっても、水槽一つにメダカやハヤ、タニシやシジミなどを入
れた、ちいさなちいさな水族館。都市化が進み、新しい住宅やショッピング
モールが建ち並ぶ昭和町ですが、人家の裏を流れる堰

せぎ
や川、田んぼなど、昔

ながらの小さな自然が息づいています。
　「昭和町に守るべき豊かな自然なんて、どこにあるの？」、なんて思って
しまうほど都市化の進んだ昭和町ですが、まだまだ豊かな自然が身近に隠

れています。昔を知る大人はもちろん、最近の昭和町しか知らない子供たちや新しい町民の皆さんに、今も町内に残る自然を知
ってもらい、自然環境保全の意識向上につなげたいと、ミニ水族館のオープンとなりました。

　水族館では、生き物の特徴や人との関わりを紹介しています。
　タニシは、ツボと言われ味噌汁などとして食されてきたこと、
シジミは、在来種のマシジミではなく、いつの頃からか流入して
しまった外来種のタイワンシジミであることなど、生き物たち
と昭和町の人々がどう関わってきたのかを学べるようになって
います。
　これから、新しい生き物も順次紹介していきますので、役場に
お越しの際は、ぜひ足を止めてご覧になってください。

大人になったらなれるかな？
　10月22日（水）、西条小学校を地元の消防団員が訪れ、消
防団活動や消火器具を紹介する授業を行いました。
　2年生の生活科の授業で、地域のために働く人たちに学ん
でもらおうと、今回初めて地元の消防団員に声をかけて実
現したそうです。訪れた団員は、ちょうど今年9月に行われ
た消火技術を競う大会に出場した選手など、精鋭団員たち。
消防団屈指の節度あるキビキビとした敬礼や動作に、「かっ
こいい！」との感想が聞かれました。
　みんな、大人になったら、消防団に入ってね！

　10月末から11月始めにかけて、町内の田んぼで、酒造り
に適したお米（酒米）山

やまだにしき
田錦と、甘くておいしい食用米ミル

キークイーンの収穫がありました。
　昭和町ブランドのお米で、町おこしと不耕作地解消を図

ろうと、まちづくり自
主活動グループ「人と
環境すっきりしょう
わ」が中心になり、町
や大冠酒造とともに
取組んでいるお米の
栽培。
　子供たちの食育に
もつなげたいと、こと
しも、西条小学校、常
永小学校、第二上河東
保育園、押原保育園の
児童・園児が稲刈り
を体験しました。

稲刈り体験

親子でマス釣り大会

　10月25日（土）、西条二区の鎌
か ま だ が わ

田川で、社会福祉協議会主
催の「第23回親子ふれあいマス釣り大会」が開かれました。
　この大会は、親子のふれあいを深める場として赤い羽根
共同募金による配分金で開催され、当日は、約240名の親子
が参加しました。マスの「ググッ！ 」という糸を引いた時の
重みに子供たちは驚きいっぱい。親子で協力して慎重に糸
を引き、魚と格闘の末、見事釣り上げていました。
　楽しそうな声が響き渡り、親子の絆がますます

4 4 4 4

深まった
大会となりました。

おじいちゃん、勝負だっ！
　10月4日（土）、いきがいクラブ囲碁部と子供たちとの「囲
碁懇親対局」が開催されました。いきがいクラブ囲碁部で
は、年数回、部員と町内の囲碁愛好家との懇親対局を行って
います。今回、紙漉阿原の勝

かつのよしはる
野令晴さんが講師を務める町教

育委員会「子ども囲碁教室」（毎週土曜開催）の協力のもと、
囲碁部と子供たちとの交流対局が実現しました。
　囲碁を通じて世代を越
えた笑顔の輪をつなぎま
した。これからも、同じ囲
碁を通して交流を図って
いきたいそうです。
　なお、それぞれ一緒に
囲碁を楽しむ仲間を募集
中です。いきがいクラブ
囲碁部は、町社会福祉協
議 会（ ☎275-0640）、子
ども囲碁教室は町教育委
員会（☎275-8641）まで
ご連絡ください。

交通安全に気を付けて
　9月22日（月）、「秋の全国交通安全運動」にあわせ、昭和バ
イパスで街頭指導が行われました。町交通安全協会、南甲府
警察署、町交通安全母の会、町議会の皆さんで、シートベル
トやチャイルドシートの着用徹底を呼びかけました。
　12月1日から、年末の交通事故防止県民運動も始まりま
す。年の瀬で気忙しくなりますが、安全運転や早めのライト
点灯など心がけ、交通安全に気を付けてください。

▲ 中央道下の甲府バイパスでの街頭指導

ソフトバレーボール
　9月9日・19日・23日の3日間、町内8地区、計11チーム
の参加のもと「第17回昭和町地区別ソフトバレーボールリ
ーグ戦」が開催されました。
　結果、西条二区チームが昨年に引き続き優勝を果たしま
した。おめでとうございます。

優　勝　西 条 二 区
準優勝　河東中島 B
第３位　河東中島 A

▲ 優勝した西条二区チームの皆さん

▲ 素早く泳ぎ回るハヤ
素早く泳ぐ中型で細長い
魚をハヤと呼びます

▲ 川底にすむカマツカ
びっくりすると

すぐ隠れてしまうそう
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